
　町にどれくらい資産があるかを表示。
町はこれらの資産（土地、建物・現金な
ど）を有効に活用することで、町民の皆
さんにさまざまなサービスを提供するこ
とができます。
公共資産
　有形固定資産 ４４４億５,９１７万円
　売却可能資産 ２,９９７万円
投資等
　投資および出資金 １億２,０７０万円
　貸付金 １５０万円
　基金など １５億６,４０２万円
　その他 ２億８,９３２万円
流動資産
　現金など資金 ２０億６,７４２万円
　その他 ３,５３３万円

　町にどれくらいの負債があるかを表示。
毎年度の経費に加えて、今までの施設整
備のため借り入れた借金などの返済が将
来の負担となります。
固定負債
　地方債 １３２億２,４２７万円
　長期未払金 ８,４６７万円
　退職手当引当金 ２０億１,２０９万円
流動負債
　翌年度償還予定地方債 １１億１,３０５万円
　その他 １億６,９６６万円

　町の資産を取得する際に財源とした額
のうち、既に支払ったものを表示。資産
の取得で、過去の世代が負担した分とい
えます。
国県補助金など １３２億２,６２６万円
一般財源など １８７億３,７４３万円

負　　債
１66億374万円

（前年度より８億６,550万円減）

資　　産
485億6,743万円

（前年度より３億6,638万円減）

純　資　産
319億6,369万円

（前年度より４億9,912万円減）
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◆連結バランスシート(町全体の１０会計の合計) （平成２２年３月３１日現在）

３月２４日告示 ４ 月 １０日投票
県知事選挙

――期日前・不在者投票――
３月２５日～４月９日
午前８時半～午後８時

４月１日告示 ４ 月 １０日投票
――期日前・不在者投票――
４月２日～４月９日
午前８時半～午後８時

県議会議員選挙 町議会議員選挙
４月１９日告示 ４ 月２４日投票
――期日前・不在者投票――
４月２０日～４月２３日
午前８時半～午後８時

財政

公表

住民基本台帳人口 １９,４６１人（平成２２年３月３１日現在）

※投票日当日の投票時間は、午前７時から午後６時までです。


